





統鄭州一5を用い， この“長三叉世"の遺伝を調べた. その結果， 長三叉をは無柄の並三叉でき






伝子の多少によって Hood の発育程度の異なる一連の系統が生~， 中には Keをホモに持ちなが
ら外見上ほとJVど長竺と異ならないものも固定され得ることを知った.
主遺伝子の作用発現度はたいていの場合変更遺伝子の支配をうけるものと信ぜられている(Dar-






























N. Hoodはさらに退化しく第2図的，柄は 5cm内外，をはや中太<，3-5 cm. 








第 1図 Hood型 I-Xの代表的な穂
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第 2図 Hoodの部分の発育の変異
ヨえに， Coast Iどの雑種から由来した系統5と10のむに現われた長吉および IX型の個体を
それぞれ一つだけ選んで，共のような交雑を行い，その Flおよび F2代の調査を行った.
Coast ・-5 (長でき)x高与一9(I型); Coast-5 (長さ)xスミレモチ(長世〉
Coast -10 (IX型)x高与-3(I型); Coast-10 CIX)型×スミレモチ(長吉〉
H X夏大根麦(長世〉








第3表の一番左の列には，F2 lこおける種々 の Hood型の頻度を示したが， これ仁よると， その
変異の巾は 1~VII までであって， 長苦型以外には VII以下の弱い程度のものはまったく見出さ
れなかった・ しかしこの場合 Hood型に関する頻度分布は概して連続的で，KeKe 型ど Ke，~ 型
の区別は困難であった.F3試験の結果では， 1 型のみが Ke~ で II~VII 型はすべてヘテロであ
り， 長官型はどれも長きとして純殖した. この結巣によると， F2仁おける三つの遺伝子型の数は
1 : 2 : 1の分離としての適合度がやや低い. もっとも， F3とむ代のヘテ日系統では， Hoodの表現
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わち，F2世代における K8K8個体は 1，K8k個体の変異liII-VIIであったが， F3世代で
はK8K8型の変更のrtは1-V， K8kのは III-Xの8騨皆仁わたっている. F4代ではさらに
それが大きくなり，K8K8型の変異liI-VII， K8 kのは IV-Xとなっている.なお，さら仁興
味があるのは，第3表にも見られるように， F2で Hoodの発達の強い型 (1，11なE)の弐代で
はK8K8および K8kの双方とも概して比較的強い Hoodを持つ個体が多く生u，前代で弱~，
Hoodの発育を示した系統の夫代は全般的に Hoodの発育が悪い傾向がある.
F4代においては， 2つのお系統 (6，7)の子孫の全部ど6つの系統(1， 8， 10， 11， 14， 
17)のK8K8個体の全部を植えて， それらの Hood型の変異をしらべた. 第4表には F"代
高与在来×鄭州・ト5のF4数系統の Hood型の平均的指数(説明本文〉



























































第5表によると， F3あるいは日系統の KeKt!および K8kの両型ともら.あるいは F3へ
の回帰は有意で， これらの相関も相当高いことがわかる.K8K8の回帰係数は Kt!k型のそれに
比し小さし工 これは F2あるいは F3代仁おけるヘテロ個体の Hood型指数ほどlこKt!K8型倒直
の開きが大きくならないためである.なお，F3あるいはむ系統における Kt!K8~ K8kとの相関
はいずれもかなり高いことが認められた. これらの事実はむあるいは F3の個体聞に見られる Hood
の発育程度の違いの遺伝性が高いことを示している. したがって， Hoodの発育程度の差異は K8




























で長を個体が全体の41%，また， Hoodを持つ個体のうちその発育の悪い VIII，IX， X程度の
個体が 80%仁も達しており， VII以上のものはごく僅かずつしか現われてこなし;'1.変異はまったく連
続的で， しかも著しく長告側に庁よっている.
第 6表 Coast I x鄭州ー5のF2および目系統における種々 の Hood型の頻度(%)
〈雑系種統呑世代号〕
Hood型
長:"f!: X 土 S
I E E W v VI )f 唄 lX X 
Fの 1.1 2.5 3.3 2.5 3.1 2.3 2.5 8.7 7.1 25.0 41.4 
F3 1 (1) 22.5 47.5 30.0 2.08土0.7299
Eく2，3) 13.2 23.5 30.8 10.2 17.6 4.4 4.09土1.4114
Eく4，5) 1.4 7.1 55.7 4.2 7.1 4.2 10.0 14.2 14.2 25.7 5.7 7.43土2.7904
lV(6， 7) 4.1 13.6 10.9 19.1 17.8 8.2 5.4 12.3 8.2 6.90土2.3ω3
yt8， 9) 1.3 4.1 9.7 30.5 38.8 8.3 6.9 7.53土1.2556
Wく10，11) 2.8 8.5 8.5 11.4 30.0 14.2 10.0 14.2 7.11:!: 1.8846 
Wl12， 13) 2.7 5.4 10.9 34.2 23.2 23.2 8.40土1.2664
曹は4ー 17) 3.0 5.1 4.4 3.0 2.2 6.6 8.8 8.1 22.9 35.5 8.70土2.8647
lXl18-.21) 0.7 4.5 3.0 3.7 3.0 2.2 3.7 6.0 4.5 22.4 46.3 9.09土2.7733
X(22-31) 0.3 0.9 0.9 0.9 1.8 3.0 5.1 4.8 18.4 63.7 10.14土1.6226
この Fz個体の中から，長き10個体と Ho岨を持つ個体の約 1/6，30個体とを任意的にと
り，それらの尖代検定を行った.第6表には Fzの各指紋別に， F3における種kのHo吋型の頻
度を示したが， これを一見して明らかなことは， Fzにおいて I-VIIの Hood型を示した個体は
2， 3の例外を除色長世個体を析出しない.なお 111，IVの階級のものから出た長世型はむ代
で， Eれも相当数 Hood個体を分離した. だから， I-VII程度のむの個体のほとんどすべては
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K6についてホモであたっと推測される.一方，F2でVIII-XのHoodを示した個体はいすれもF3
で30，.."，60%の長でき個体を生じており， これらは K6についてヘテロであったと，思われる. なお，この
表では，2乃至数系統の調査結果を一緒にして示したが， F2でHood型の同じであった系統聞にも
若干の差があり，ことに F2でX程度の Hoodを示した個体の子孫では，あらゆる Hood型個体を
分離した系統から，長世個体のみを生じたものまで，その間種kの程度のものが現われた.なお， F2 
で長きであった10系統のうち3はvm，.."，x程度の Hood型個体を生以長き型にも kkのほかに
少くとも K6kの遺伝子構成を持つ個体が含まれていたことを示した. いま F2の長き個体中にこ
の割合で Kek型が含まれていたとすると， F2世代における Hoodと長世の比は大体3:1仁近
~"'I.衣仁同じ第 6 表において， Hoodの発育程度に関し F2とぬとの関係をみると，両者の聞に
は密接な関連があることがわかる.すなわち Keをホモ仁持つと推測された F2個体の中でも Hood 
の発育程度の高い (1，11)ものから弐代によく Hoodの発育した個体を，また VI，VII程度の









発育程度とむ系統の平均指数との聞に比較的高。相闘があるよう仁見える. 実際仁， F" 80系











I I 3.37土1.8∞9 3.21土1.5206
N I 5.48土2.3173 8.22土1.4873
X 土 S
v I 5.44士2.7502 6.82土1.5630 6.61土1.7705
VI I 4.87:1:2.3035 7.09土1.5398 6.96土0.6547
w I 5.74土3.0823 7.89土1.8822 7.76土1.4337
司 I6.38士2.6748 8.07土2.4479 7.63土1.8401
1x I 8.06土1.9374 7.33土1.2919 7.84土1.4617
x I 9.72土1.0445 9.57土1.3723 9.27士1.0339
長芭 I10.17土0.7019





















おける Hoodの発育度に平行的な関係のあることを示した. むの F，への回帰係数は +0.787柿
であった. なお，この世代仁おいては標準偏差がむ代におItるよりもかなり小さくなっていて，固定
度の高まったことを暗示した.
以上を要する仁. Coast 1 との雑種は高与在来のそれよbもF2およびその後の世代において個
体や系統の Hood型の変異がはるかに大きく，しかも Hoodの発育程度の差の遺伝性は顕著であっ







述べる. この系統群 5はさきに KeKe型であると推定されたものであるが， 系統 C-5一長の F6
では，全個体の80%がまったく Hoodの徴候を示さず， 全体の穂のうちで 2.5%だけが. 1~2 
本の世だけにごく小さし1突起を生ずる程度のものであったく第8表). 一方，スミレモチは Ke遺
伝子を持たない長吉品種であるが，これは別の実験で，長三叉世品種と交雑すると Flでかなり強
第 8表 C-5-長さ型とスミレモチ各6個体聞の正逆交雑 FI個体lこおける Hood発現状況
見書レモチxC-5-長 C-5-長 x ;r..~レモチ C個-5-長体さ






く1) 1.82 0.39 3.12 75.5 2.99 1.06 5.73 86.7 4.0 30 
く2) 1.23 0.19 2.02 61.1 2.32 0.62 4.19 86.7 2.8 28 
(3) 1.09 0.28 1.95 70.5 1.42 0.34 2.49 77.3 1.8 16 
く4) 1.71 0.39 2.97 78.4 1.39 0.43 2.58 76.2 2.6 16 
(5) 1.90 0.36 3.20 74.8 1. 79 0.38 3.07 75.4 1.7 12 
く6) 1.03 0.27 1.83 71.9 1.15 0.21 1.93 69.0 2.3 18 
a・・・・・・・・・・骨・・・・・・・・.....白幽・・・・・・・・・・............._-...........・・・ー・・・・・・・・・・・・・ .，且...，・4・...... .. ..~...で"・・・・..........・ w ・h ・......晶 a








がなかった. このように， との Fl雑種では Hoodの程度が親系統 C-5十長よりも強くなってい
る.この結果はFl個体がすべて Kekであることを示しており， したがって一方の親 C.，.5一長は予
期の如く，Ke~ であるが，その発現を弱める変更遺伝子を多〈含んでいたため長官の表現型を示
したことを実証するものといえる，
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仁高~'.長世品種，スミレモチお主び夏大根麦，との雑種の Fl は Kek であると推定されるから，
変更遺伝子がなければ，当然長三叉世と長世とが 3:1の比に分離する筈である.ところが実際仁
は，長でき型が34%以上で， しかも H∞dの弱¥o'IX， X型が大部分を占めている.なお;I-VIII 
程度のちのはほぼ同数ずつ分離してきている.この2つのむ雑種の頻度分布は第6表の CoastI 
×鄭チ11-5のむのそれと酷似している. したがってむ代の C-5-長や C-10-IX個体には鄭




Fung (1947)は長三叉芝の遺伝分析は困難であるが， 種々 の結果を綜合して， この形質が並
三叉世および長官仁対する遺伝子にども仁劣性の少くとも二つの重複遺伝子によると推定している















Hoodのできることもある〈高橋，山本，安田 1953，その他未発表). 側列無世遺伝子 (lr)
も側列 Hoodの発現を抑えることが報告されている (Glinyany1937その他). なお， 並三叉世
と長世との雑種分離世代において， 長三叉や Hoodの外穎内仁凹入した個体が生ずることはしば
しば観察されるとごろであって，これらは， 環境条件のみによる変異ではなく，Kに対する変更遺伝





を生ずることを報告してやる. また， 高橋，山本，安田 (1953)は桂国分校の発育を抑えて牟不




















(4) なお， Hood発現を弱める変更遺伝子を集積すること仁よって Keをホモに持ちながら長官
型ど異ならないような型も固定されることが実験的仁証明された.
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